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５
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●
子
育
て
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の
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り
組
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介
し
ま
す

●
次
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育
成
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●
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計
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本
宮
警
察
署
存
続

“
総
決
起
大
会
”に
9
0
0
人
!!

本
宮
警
察
署
存
続

“
総
決
起
大
会
”に
9
0
0
人
!!

　
４
月
1
9
日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
に
お
い
て
、本

宮
警
察
署
の
存
続
を
訴
え
る
総
決
起
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、本
宮
市
と
大
玉
村
か
ら
9
0
0
人
が
参
加

し
、本
宮
警
察
署
の
再
編
案
に
絶
対
反
対
と
の
決
議
を

行
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
４
月
1
9
日
に
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
に
お
い
て
、本

宮
警
察
署
の
存
続
を
訴
え
る
総
決
起
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、本
宮
市
と
大
玉
村
か
ら
9
0
0
人
が
参
加

し
、本
宮
警
察
署
の
再
編
案
に
絶
対
反
対
と
の
決
議
を

行
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
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地域の子育てのまんなかに

子育て広場 子育て体験
（中・高生体験含む） 子育て相談 行事参加

19年度 78組・176人 795人 41人 88組・184人

18年度 48組・98人 629人 20人 35組・72人

【４つの子育て支援の１年間の集約】

《体験者の声》
◦幼児とふれ合うのは初めてだったけど、遊んだらかわいい

なと思いました。
◦一緒に遊んでいると自然に笑顔になります。楽しかったか

ら、また来たいです。
◦小さくても、ちゃんと考えていて、思ったことが言えるの

で、えらいと思います。
◦お兄ちゃん、お姉ちゃんて呼んでもらって、とっても嬉し

かったです。

中・高校生、一般の人を対象に、遊びや食事・身
の回りの世話に至るまで、半日または、一日保育
体験をしていただきました。

※小さい子と関わりながら、頼られる嬉しさや慕われる
喜びを味わい、子どもをかわいいと思う気持ち
が芽生えるなど、親になるための貴重な実
体験の場になっています。

２. 子育て体験（保育体験）

《参加者の声》
◦同年齢のクラスにはいり、発達が同じだったので安心しま

した。
◦かたづけやあいさつが一緒にできたので、嬉しくなりまし

た。
◦先生の言葉かけや接し方がとても参考になります。
◦ほかのおかあさんと出会って友達になれてよかったです。
◦アパートから出て、ここに来るとほっとします。

原則　毎週木曜日　午前９時～11時

保護者とお子さんが一緒にきて、希望者には給食
試食もしていただきました。

※発達を理解するよい機会となり、育児不安の解消
につながっているようです。

１. 子育て広場（保育参観）

　「ことばは大丈夫かしら？」「知能の発達は順調？」「身長は伸びている？」といった子育ての悩みは、今
も昔も変わりませんが、子育ての環境が大きく変化し、「子育ての悩みを相談する人がいません」「子ども
と２人っきりで息が詰まりそう」といった育児のストレスを抱える人は、以前よりも増えています。
　そのような状況から、本宮市では、安心して子どもを生み、育てることのできる子育て支援の重点施策
の１つとして、市内の幼稚園・保育所に「すこやか子育て相談室」を開設し、子育て真最中のお父さんお
母さんや次世代を担うすべての人たちを対象に、支援を行ってきました。
　今回は、19年度の取り組み状況についてお知らせします。

応　援
　します！
子育て

～「すこやか子育て相談室」の取り組み～
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《相談内容》
◦好き嫌いを治すにはどうしたらいいでしょうか。
◦トイレトレーニングの進め方を教えてください。
◦かたづけができません。挨拶や返事もしつけたいのですが。
◦いうことをきかなくて困ります。イライラします。
◦母親として子育てに自信が持てないのです。
　かかわり方がわかりません。
◦家族が協力してくれないので、ますますストレスがたまります。

随時（午前９時～午後４時まで）
電話または、直接相談を受けました。

※育児に奮闘している方は、様々な悩みを抱えているようです。
　お話を伺っているうちに、安心して笑顔になっていまし

た。
　誰かに話せば、気持ちが楽になるのですね。
　保育士のちょっとしたひと言が育児の

ヒントになったようです。

３. 子育て相談

《参加者の声》
●核家族で、ほとんど家でやらないので楽しかったで

す。
●行事の由来を初めて聞きました。楽しい伝統は受け

継いでいきたいですね。
●七夕には短冊を書いて、お月見会は団子を食べて狸

の踊りをして面白かったです。

節句、七夕、ひな祭りなど日本古来の行事
に親子で参加していただきました。

※ご家庭でも、子育ての中で行事に親しみながら
日本古来の文化を伝承していただけたら
嬉しいですね。

４. 行事への参加

ま
と
め

　
「
す
こ
や
か
子
育
て
相
談
室
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
の
姿
と
保
育
者
の
か
か
わ
り
が
見
え
、
子
ど
も
の
心
や
発

達
が
一
目
瞭
然
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
す
。
育
児
書
に
頼
ら
ず

に
、
実
際
に
体
験
し
て
み
て
わ
か
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
広
場
に
何
回
か
足
を
運
ん
で
い
る
う
ち
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
慣
れ
て
の
び
の
び
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
、
お
母
さ
ん
同

士
も
仲
良
く
な
っ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
「
す
こ
や
か
子
育
て

相
談
室
」
の
目
的
で
あ
る
子
育
て
の
応
援
役
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
感
想
や
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦本宮第一保育所	 本宮字馬場27－１	 （TEL	33－2446）
◦本宮第二保育所	 高木字大学80－１	 （TEL	33－3750）
◦本宮第三保育所	 本宮字兼谷平116	 （TEL	33－3804）
◦本宮第四保育所	 仁井田字瀬戸川40	（TEL	33－5644）
◦白 沢 保 育 所	 糠沢字五味内211	 （TEL	44－3117）
◦五 百 川 幼 稚 園	 荒井字山神36－２	 （TEL	33－4370）
◦岩 根 幼 稚 園	 岩根字下年神92－１	（TEL	39－2109）
◦和 田 幼 稚 園	 和田字学校前３	 （TEL	44－3115）
◦糠 沢 幼 稚 園	 糠沢字原23	 （TEL	44－3116）
◦白 岩 幼 稚 園	 白岩字馬場166	 （TEL	44－2216）

お気軽にお越しください！
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警察署存続期成同盟会を発足
　本宮市と大玉村では、４月10日に本宮市役所に
おいて、本宮警察署存続期成同盟会設立総会を開催
し、署名運動などにより本宮警察署の存続を訴える
こととしました。
　これは、福島県警総合対策検討委員会が県内警察
署の再編について協議し、現在の28署から22署へ
再編する案をまとめたことによるものです。この案
によると県中地区では、二本松・本宮・郡山北警察
署の３署を２署に再編することとしています。

本宮警察署の
再編案に反対!!

安
全
と
安
心
を
守
る

本
宮
市
消
防
団

幹
部
を
紹
介

　

４
月
１
日
付
け
で
本
宮
市
消
防

団
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幹
部
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

本
宮
地
区
隊

本
宮
地
区
隊
長　
　

渡
辺　
　

剛

本
宮
副
地
区
隊
長

　

兼
庶
務
部
長　
　

国
分　

宏
明

庶
務
副
部
長　
　
　

武
田　

尋
和

訓
練
部
長　
　
　
　

加
藤　

寿
幸

訓
練
副
部
長　
　
　

遠
藤　

晃
弘

訓
練
副
部
長　
　
　

遠
藤　
　

隆

ラ
ッ
パ
隊
長　
　
　

野
内　

謙
一

ラ
ッ
パ
副
隊
長　
　

遠
藤　

琢
也

船
舶
部
長　
　
　
　

木
下　

幸
英

船
舶
副
部
長　
　
　

遠
藤　

栄
作

第
１
分
団
長　
　
　

伊
藤　

一
成

第
１
副
分
団
長　
　

吉
沢　

直
哉

第
２
分
団
長　
　
　

三
瓶　

隆
之

第
２
副
分
団
長　
　

菅
野　

秀
春

第
３
分
団
長　
　
　

峯
田　

義
久

第
３
副
分
団
長　
　

中
條　
　

裕

第
４
分
団
長　
　
　

遠
藤　

英
樹

第
４
副
分
団
長　
　

伊
藤　

正
宏

第
５
分
団
長　
　
　

矢
吹　
　

隆

第
５
副
分
団
長　
　

国
分　

一
茂

第
６
分
団
長　
　
　

長
井　
　

淳

第
６
副
分
団
長　
　

会
田　

英
樹

第
７
分
団
長　
　
　

菅
野　

光
弘

第
７
副
分
団
長　
　

渡
辺　

一
正

第
８
分
団
長　
　
　

増
子　

勝
久

第
８
副
分
団
長　
　

阿
部　

正
明

白
沢
地
区
隊

白
沢
地
区
隊
長　
　

三
瓶　

和
彦

白
沢
副
地
区
隊
長

　

兼
訓
練
部
長　
　

鈴
木　

義
広

庶
務
部
長　
　
　
　

渡
辺　

明
弘

庶
務
副
部
長　
　
　

橋
本　
　

豊

訓
練
副
部
長　
　
　

国
分　

秀
好

訓
練
副
部
長　
　
　

三
瓶　

義
衛

ラ
ッ
パ
隊
長　
　
　

三
瓶　

敏
明

ラ
ッ
パ
副
隊
長　
　

榊
原　

善
孝

第
１
分
団
長　
　
　

本
多　
　

博

第
１
副
分
団
長　
　

武
田　

隆
博

第
２
分
団
長　
　
　

根
本　

健
彦

第
２
副
分
団
長　
　

渡
辺　

和
也

第
３
分
団
長　
　
　

渡
辺　

徳
裕

第
３
副
分
団
長　
　

石
川　

豊
学

第
４
分
団
長　
　
　

伊
藤　

誠
志

第
４
副
分
団
長　
　

安
達　

哲
也

第
５
分
団
長　
　
　

渡
辺　

邦
浩

第
５
副
分
団
長　
　

渡
辺　

成
二

第
６
分
団
長　
　
　

松
沢　

勇
二

第
６
副
分
団
長　
　

渡
辺　

浩
和

渡辺一雄 団　長国分良修 副団長

警察署存続訴え総決起大会
　４月19日にはサンライズもとみやにおいて、約
900人の参加者により、総決起大会が開催されました。
　大会では、本宮警察署存続期成同盟会会長の佐藤
市長のあいさつに続き、急遽かけつけた三保二本松
市長からも再編に反対とする演説がありました。ま
た、警察署再編の動きに関する経過が説明され、本
宮警察署の存続について決議が行われました。
　本宮警察署がなくなると市民のみなさまの生活
に大きな不安がでることになります。安心・安全な
地域づくりのため本宮警察署存続期成同盟会の活
動に、市民のみなさまのご協力をお願いします。
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社
会
保
険
加
入
の
乳
幼
児
で
、

郡
山
市
の
医
療
機
関
を

受
診
さ
れ
る
方
へ

　

広
報
も
と
み
や
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
社

会
保
険
加
入
者
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
」
の
中
で
、
社
会
保
険
に

加
入
し
て
い
る
乳
幼
児
が
郡
山
市
内
の
医
療
機
関

を
受
診
さ
れ
る
場
合
、
医
療
費
の
支
払
い
が
不
要

に
な
る
と
い
う
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
４
月

以
降
も
今
ま
で
ど
お
り
医
療
費
を
窓
口
で
負
担
し

て
い
た
だ
く
医
療
機
関
が
一
部
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
５
月
１
日
以
降
は
、

医
療
費
の
支
払
い
が
不
要
に
な
る
医
療
機
関

　

◆
太
田
西
ノ
内
病
院

　

◆
太
田
熱
海
病
院

　

◆
太
田
記
念
病
院

今
ま
で
ど
お
り
医
療
費
を
窓
口
で

　
　
　
　

負
担
し
て
い
た
だ
く
医
療
機
関

　

◆
南
東
北
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

◆
南
東
北
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

◆
総
合
南
東
北
病
院

　

◆
福
島
県
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー

　

◆
星
総
合
病
院

（
４
月
22
日
現
在
）

※
右
記
以
外
で
も
、
調
整
中
の
医
療
機
関
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

（
内
線
１
０
６
・
１
０
７
）

おわびと訂正

　このタクシー利用券は、通院などを目的とした外出のためにタクシーを利用した場合に、タクシー料金の一部を助
成する制度です。
　「身体障がい者手帳」・「療育手帳」・「精神障がい者保健福祉手帳」のいずれかをお持ちの方で、次の条件にあては
まる方は申請してください。

１．「重度障がい者タクシー利用券」
　（１）助成額　１枚500円、30枚
　（２）対象者　市内に居住し、次の障がい等級に該当する方

２．「重度心身障がい者通院時タクシー利用券」（通院用）
　（１）助成額　１枚500円、15枚
　（２）対象者　市内に居住する「重度心身障がい者医療費助成制度」の受給者である方

３．手続きに必要なもの
　（１）認め印（代理の場合は、代理の方の認め印）
　（２）該当する手帳

４．利用できるタクシー会社
　㈲中央タクシー、㈱増子タクシー、介護タクシー鳳来、マインド介護タクシー、昭和タクシー㈱、丸や交通タクシー、
　介護タクシーどんぐり、イクタンタクシー

◆問い合わせ先　本 宮 市 役 所　保健福祉課　社会福祉係（☎内線132）
　　　　　　　　白沢総合支所　市民福祉課　福祉係（☎内線520）

イクタンタク
シーも

利用可能とな
りました。

６月１日から７日は
　「水道週間」です
　水道は、健康で文化的な生活や経済活動を支えるう
えで最も大切なものです。水は限りある資源です。節水
に心がけながら大切に使いましょう。

●立石山浄水場を一般公開します
　水道週間の期間中、施設の見学や説明を随時実施しますの
で、お気軽においでください。
　一般開放時間は、午前９時から午後４時です。
　住所：岩根字立石山３－５　電話：39－2417

　小山浄水場（岩根）・東禅寺浄水場（糠沢）・平田石浄水場（稲
沢）の見学を希望される方は、
上下水道課（☎63－1132）へお問い合わせください。

「重度心身障がい者等タクシー利用券」
を交付しています

「身体障害者手帳」 下肢または体幹機能障がいで、１級・２級
視覚障がい　１級

「療　育　手　帳」 Ａ

※こちらに該当する方は、「重度心身障
がい者通院時タクシー利用券」も申請
できます。
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共に支えあう
　　 やさしいまちづくり

本宮市次世代育成支援行動計画の概要について

　
「
本
宮
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
基
本
方
向
は
、
次
の
６

項
目
を
柱
と
し
て
、
具
体
的
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援

　

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
相

談
体
制
の
整
備
、
学
習
機
会
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

②
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等

の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

　

安
全
に
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
整
備
と
、
乳
幼
児

が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
育
児
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
訪
問
指
導
・
健
康
相
談
・

健
康
診
査
・
健
康
教
室
等
を
充
実

さ
せ
、
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

③
子
ど
も
の
心
身
の
穏
や
か
な
成

長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
充
実

　

次
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も

が
、
個
性
豊
か
に
生
き
る
力
の
育

成
に
向
け
た
、
幼
児
教
育
・
学
校

教
育
の
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

④
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境

の
整
備

　

こ
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
生
活
環
境
の
整
備

を
は
か
る
と
共
に
子
育
て
家
庭
に

配
慮
し
た
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
居

住
環
境
の
整
備
や
公
園
の
維
持
管

理
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

で
の
び
の
び
遊
び
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

⑤
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両

立
の
推
進

　

仕
事
時
間
と
生
活
時
間
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
る
多
様
な
生
き
方
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
働
き
方
の
見
直
し
等
を
図
る

た
め
の
広
報
・
啓
発
等
を
推
進
し

ま
す
。

⑥
要
保
護
児
童
等
へ
の
対
応
な
ど

き
め
細
か
な
取
組
の
推
進

　

児
童
の
健
全
な
心
身
の
成
長
、

社
会
的
自
立
を
促
し
て
い
く
た
め

児
童
虐
待
防
止
対
策
を
充
実
す
る

と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
自

立
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

６
つ
の
柱
を
基
本
に
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

次
世
代
支
援

行
動
計
画
と
は
？

　

新
市
基
本
計
画
に
お
け
る

「
水
と
緑
と
心
が
結
び
合
う

未
来
に
輝
く
街
づ
く
り
」
を

将
来
像
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
共
に
支
え
あ
う
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
旧
町
村
の
計
画
を
基
に

し
な
が
ら
総
合
的
な
見
直
し

を
行
い
、
次
世
代
支
援
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
計
画
は
、
市
民

の
皆
様
は
じ
め
地
域
や
関
係

団
体
、
事
業
所
と
市
が
一
体

と
な
っ
て
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境

の
整
備
を
目
指
し
、
各
種
施

策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
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本宮市次世代育成支援行動計画の体系

すべての子どもが　いきいきと育つ　まちづくり
基本理念

基
本
目
標

１　子どもが心身ともに健康に育つことができる環境づくり
２　親がゆとりをもって子育てできる環境づくり
３　周囲の人たちが子育てを支援できる地域づくり
４　安心して子どもを生み育てることができる環境づくり

①
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実

②
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
の
推
進

③
障
が
い
児
対
策
の
充
実

要
保
護
児
童
等
へ
の
対
応
な
ど

き
め
細
か
な
取
組
の
推
進

①
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
の
た
め
の
啓
発

　

活
動

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

　
　
　
　
　
　
　

両
立
の
推
進

①
生
活
環
境
の
整
備

②
子
ど
も
の
安
全
確
保

③
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保

子
育
て
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　

生
活
環
境
の
整
備

①
次
代
の
親
の
育
成

②
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
育
成
に
向
け
た
学
校
教

　

育
環
境
等
の
整
備

③
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上

④
子
ど
も
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
浄
化
対
策
の
推
進

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成

長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
充
実

①
子
ど
も
や
両
親
の
心
と
体
の
健
康
の
確
保

②
食
育
の
推
進

③
思
春
期
保
健
対
策
の
推
進

④
小
児
医
療
の
充
実

母
性
並
び
に
乳
児
及
び

幼
児
等
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
推
進

地
域
に
お
け
る

　
　
　

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

基
本
方
向

具
体
的
施
策

　市では、身近に相談できる体制の整備や学習機会の充実を図るなど、
地域における子育てを総合的に推進しています。核家族や女性の就労に
応じた「延長保育」や「低年齢児保育」などのサービスを充実させ、「す
こやか子育て相談室」で、子育ての悩みや、不安の相談に応じています。
また、親と子が気軽に集い、交流できる場を提供する「つどいの広場」
事業を実施します。そして、子育てサークル、子育て NPO などと連携を
図りながら地域のみんなで子育てを応援していきます。

◆問い合わせ先　こども福祉課　子育て支援係（☎内線106）
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30歳から39歳までの方　→　一般健康診査
　従来どおり、加入している医療保険の種類に関わらず、検診を希望する方を対象に実施します。
【受診方法】
　市の総合検診（集団検診）を受診するか、市と契約する医療機関で受診（個別検診）してください。なお、市が３
月に実施しました「各種検診意向」の調査で、市の集団検診を受診すると回答した方には、５月上旬に「受診録」を
お配りします。（申し込みをされなかった方も受診できますので、保健福祉課へお問い合わせください。）
　「個別検診」受診を希望された方には、「受診録」を後日お配りします。

40歳から74歳までの方　→　特定健康診査
　今までの基本健康診査が、内臓脂肪症候群（いわゆるメタボリックシンドローム）に着目した「特定健康診査」に
変わります。
　また、「特定健康診査」の実施主体が、これまでの市町村から医療保険者（注）へ変わりましたので、加入している医
療保険の種類ごとに、受診方法が異なります。

注）医療保険者とは、市町村国民健康保険、政府管掌保険（社会保険）、健康保険組合、共済組合などを指します。
　　（保険証であなたの医療保険者を確認できます。）

【受診方法】
　加入している医療保険者から「受診券」が送付されますので、受診する際には、保険証と一緒に、忘れずにお持ち
ください。（受診券がないと受診できませんので、ご注意ください。）
　なお、自己負担額は、受診券に記載のある金額となります。

　●国 保 の 方　→　本宮市が「受診券」を交付します。（市から個人あてに送付いたします。）
　　　　市の実施する総合検診（集団検診）を受診するか、市と契約する医療機関で受診（個別検診）してください。

　●国保以外の方　→　加入している医療保険者が「受診券」を交付します。
　　　　それぞれの医療保険者が契約する医療機関で受診するか、市の実施する集団検診を受診してください。国保

以外の方の特定健康診査（集団検診）は、10月27日・28日に実施します。
　　　　『なお、社会保険等の医療保険加入者の扶養家族となっている方は、扶養している方の勤務先に「受診券」の

交付をお問い合わせください。（市からの送付はしません。）』

　※満65歳以上の方で、生活機能アンケート結果により該当した方は、加入している医療保険の種類にかかわらず、
市が「生活機能検査」を実施します。

75歳以上の方　→　後期高齢者健康診査　（満65歳以上で後期高齢者医療の被保険者の方も含みます。）

　後期高齢者医療広域連合から委託を受け、市で健康診査を実施します。
　また、生活機能アンケート結果により該当した方は、「生活機能検査」を実施します。
【受診方法】
　市の総合検診（集団検診）を受診するか、市と契約する医療機関で受診（個別検診）してください。なお、市が３
月に実施しました「各種検診意向」の調査で、市の集団検診を受診すると回答した方には、５月上旬に「受診録」を
お配りします。（申し込みをされなかった方も受診できますので、保健福祉課へお問い合わせください。）
※「個別検診」受診を希望された方には、「受診録」を後日お配りします。

～健診制度が変わります～
　これまで、市が実施してきた総合検診の中の「基本健康診査」は、皆さんが加入している医療保険の種類に
かかわらず、受診を希望する方を対象に実施してきましたが、平成20年度からは、制度改正により、年齢や医
療保険の種類によって、次のとおり、健診の種類と受診方法が変更になります。

対象年齢と健診の種類
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Ｑ１　特定健康診査とは、どんな健診ですか？
Ａ１　運動不足や食生活の変化などから、生活習慣病である心臓病・脳卒中・糖尿病などによる病気の発症・死亡が
増えています。生活習慣病の発症には、内臓脂肪がたまりすぎた内臓脂肪型肥満と、そこから派生するメタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）が関係していることが多く、その点に着目した健診が行われるようになりました。
腹囲の測定や LDL（悪玉）コレステロール検査など新たな検査項目が加わり、その結果をもとに生活習慣病予防に
必要な情報提供や個別支援（特定保健指導）を行うことを目的としています。

Ｑ２　特定健康診査が医療保険者に義務付けられると、どうなりますか？
Ａ２　本宮市国民健康保険以外の方でこれまで市の健診を受診していた方は、今度は加入している医療保険者から届
く特定健診の案内により受診することになります。

Ｑ３　私は、55歳の専業主婦です。今まで、市の検診会場で総合検診を受けていまし
たが、今後はどうなりますか？医療保検は、夫の保検に加入しています。

Ａ３　ご主人が加入する医療保険者が行う特定健診の対象となります、くわしくは、ご主人の加入する医療保険者に
お問い合わせください。（がん検診は、医療保険の種類に関係なく、市の検診会場で受けられます。）

Ｑ４　特定保健指導では、どのようなことが行われますか？
Ａ４　医療保険者が特定健診の結果から、メタボリックシンドロームの該当者およびその可能性の高い方（予備群）
を選び、専門家（医師、保健師、管理栄養士など）による一人一人の生活に合った生活習慣改善のためのサポートが
行われます。

Ｑ５　生活機能検査とは何ですか？
Ａ５　満65歳以上の方を対象に実施した「生活機能アンケート」の調査結果で、生活機能に低下の心配のある方を対
象に生活機能検査を実施するものです。これは、満65歳以上の方が生活機能の維持・向上を図り、これからも自分ら
しい生活をしていただけるように支援することを目的としています。

Ｑ６　生活機能検査を受けた後は、どうなりますか？
Ａ６　検査の結果で介護予防教室の参加が必要とされた方には、市からご連絡をいたします。その後、地域包括支援
センターまたは、市から各種予防教室の利用について相談をしながらすすめていきます。

問い合わせ先　・国保に加入している方　　　市民課　国保年金係（☎内線125）
　　　　　　　・国保以外の方　　　　　　　各医療保険者にお問い合わせください。

ここが疑問 !? 健診Ｑ＆Ａ

◎がん検診等については、従来どおり本宮市が実施します
　下記のがん検診等の受診を希望される方は、市の総合検診（集団検診または個別検診）を受診してください。
	 ・結核・肺がん検診（65歳以上）　	 ・肺がん検診（40歳～64歳）
	 ・胃がん検診（30歳以上）	 ・大腸がん検診（30歳以上）
	 ・前立腺がん検診（50歳以上男性）	 ・肝炎ウィルス検査（40歳）
　　ご注意

　集団検診で、がん検診等の受診を希望される方は、５月28日～６月19日に行われる市の総合検診時に受診
してください。国保以外の方を対象とした特定健康診査の集団検診（10月27日・28日実施）では、がん検診
は行いません。

　※口腔健康診査（40・50・60・70歳）は、７月７日、８日、９日に実施します。
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◆
受
診
対
象
者

　

①
３
月
に
実
施
し
た
「
意
向
調
査
書
」
で
、
市
の
集
団
検
診
を
受
診
す
る
と
回
答
し
た
方

　

②
本
宮
市
に
住
所
の
あ
る
方
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方

※
受
診
録
は
、
５
月
中
旬
に
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
方
が
配
布
い
た
し
ま
す
。

◆
受
付
時
間　
午
前
７
時
30
分
～
10
時
30
分

～
お
願
い
～

　

大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
方
は
、
必
ず
検
査
容
器
を
検
診
会
場
ま
た
は
市
役
所

保
健
福
祉
課
、
白
沢
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

今
年
の
総
合
検
診
は
５
月
28
日
か
ら

月日 対象地区 会場
５月28日（水）

白
沢
地
区

和田（１．２．３．４．５．６．13） 白沢公民館和田分館
５月29日（木） 長屋全区 白沢公民館長屋分館

５月30日（金） 和田（７．８．９．10．11）・
糠沢（１．８）・白岩（１．６．９） 白沢保健センター

６月１日（日） 指定対象地区はありません
６月２日（月） 糠沢（２．３．４．５．６．７．９） 白沢公民館糠沢分館
６月３日（火） 白岩（２．３．４．５．７．10） 白沢公民館白岩分館
６月４日（水） 稲沢全区 白沢公民館稲沢分館
６月５日（木） 松沢全区・白岩（８） 白沢公民館松沢分館
６月６日（金）

本
宮
地
区

高木（４・５番組）もとみや台
高木地区公民館

６月７日（土） 高木（１・２・３・６番組）
６月９日（月） 岩根全区（みずきが丘）・関下全区 岩根農構センター
６月10日（火） 青田全区 青田農構センター
６月11日（水） 荒井全区 荒井地区公民館
６月12日（木） 仁井田全区 仁井田地区公民館
６月13日（金） 本宮７区・12区・14区

本宮体育館

６月15日（日） 本宮11区
（リフト付き胸部検診車配置）

６月16日（月） 本宮10区
６月17日（火） 本宮３区・４区・５区・６区
６月18日（水） 本宮１区・８区・13区
６月19日（木） 本宮２区・９区・９区東

※がん検診等は総合検診期間中のみ実施いたします。
※６月15日（日）は、車椅子対応のリフト付き胸部検診車を配置しますので、

利用を希望される方は、保健福祉課健康づくり係へお申し込みください。

健診の種類 健診項目 健診対象者 健診料金

一般健康診査 身体計測（身長・体重・BMI）
腹囲（後期高齢者健康診査には含みません）
診察等（理学的検査）
血圧測定・尿検査（蛋白・糖・潜血）
血液検査（中性脂肪。HDL・LDL コレステロー
ル。AST（GOT）・ALT（GPT）。
γ GTP（γ－ GTP）
空腹時血糖・HbA1c

※医師が必要と認めた場合は、詳細健診（貧
血・心電図・眼底）が行われます。

30歳～39歳
75歳

30歳～39歳→1,900円
75歳→無　料

特定健康診査 40歳～74歳
（市国保加入者のみ）

40歳～69歳→1,900円
70歳～74歳→無　料
※受診券と保険証が必

要です。

後期高齢者
健 康 診 査

76歳以上

※満65歳以上75歳未満の
方で後期高齢者医療に
加入している方を含む

無　料

※保険証が必要です。

生活機能検査

①　口腔内観察
②　関節可動域検査
③　反復唾液嚥下テスト
④　血清アルブミン検査

満65歳以上で、生活機能
アンケート結果により該
当した方

無　料

平成20年度総合検診日程

　内容と料金　（特定健康診査等）

●国保以外の方の集団検診（特定健診）については、10月27日・28日に予定しています。
●「個別検診」受診希望された方には、「受診録」を後日お配りします。

注）年令は、平成21年３月31日現在の年令で対象とします。
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広報もとみや　平成20年５月

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
す

る
特
定
健
康
診
査
等
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
一
区
切
り
と
し
、
実
施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。
主
な
内

容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
目
標
値

　

平
成
24
年
度
ま
で
に
健
康
診
査
の
受
診
率
を
65
％
ま
で
到

達
す
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
平
成
24
年
度
に
お
け
る
内
臓
脂
肪

症
候
群
の
該
当
者
お
よ
び
予
備
群
の
人
数
を
平
成
20
年
度
と

比
較
し
て
10
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

◎
特
定
健
診
の
受
診
場
所
に
つ
い
て

　

集
団
健
診
と
、
市
と
契
約
す
る
医
療
機
関
で
施
設
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設
健
診
の
受
診
機
関
、
日
程

等
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
健
診
項
目
に
つ
い
て

　

右
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
健
診
項
目
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

　

特
定
健
康
診
査
の
自
己
負
担
額
は
健
診
費
用
の
３
割
相

当
額
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
後
日
お
届
け
す
る
「
受
診
券
」

に
記
載
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

◎
健
診
を
受
診
さ
れ
た
後

　

受
診
さ
れ
た
結
果
に
基
づ
い
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
特
定
保
健
指
導
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

改
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係
（
☎
内
線
１
２
５
）

「歯っぴーかむかむ健康フェア2008」
◆日　時　　６月８日（日）　午前９時から午後１時
◆会　場　　二本松市安達保健福祉センター（二本松市油井字砂田101）
◆主　催　　安達歯科医師会
◆共　催　　二本松市・本宮市・大玉村
◆内　容　　お口の中を見てみよう！　お口の健康相談・フッ素体験コーナなど
◆問い合わせ先　岩崎歯科医院（二本松市）電話22－8500

（おわびと訂正）
広報もとみや４月号「健康カ
レンダー」の中で、乳がん検
診（個別検診）の対象者が、
20歳以上の偶数年齢の方と
なっていましたが、正しくは

「40歳以上」の偶数年齢の方で
した。おわびして訂正いたし
ます。

※　70歳以下で、次に該当する方は料金が無料となります。
○　市民税非課税世帯の方
○　生活保護を受けている方
○　身体障がい者、療育、精神保健福祉手帳所持者の１．２級等級の方（検診当日手帳を呈示）
○　後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方（保険証を持参下さい。）

～下記の検診を希望される方は、総合検診当日に受付へお申し込みください～

検診項目 検診内容 検診対象者
検診料金

69歳以下 70歳以上
結核・肺がん検診 レントゲン撮影 65歳以上 100円 無料
肺 が ん 検 診 レントゲン撮影 40歳～64歳 300円
胃 が ん 検 診 バリウム検査 30歳以上 1,100円 無料
大 腸 が ん 検 診 便潜血反応検査２日法 30歳以上 300円 無料
前立腺がん検診 血液検査（PSA 腫瘍マーカー） 50歳以上男性 600円 無料
肝炎ウィルス検診 血液検査（Ｂ型・Ｃ型セット） 40歳 700円

肺がん喀痰検診
後日、検体回収となります。肺がん検診としてレントゲン
撮影を受ける方は、できるだけお勧めいたします。

900円 70歳以上無料

問い合わせ先　　生活福祉部　保健福祉課　健康づくり係（☎内線133～136）
　　　　　　　　白沢総合支所　市民福祉課　保健センター　☎44－4188

　内容と料金　（がん検診等）

注）個別検診（施設検診）は、検診料金が変わります。
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【
部
長
相
当
職
】

▽
生
活
福
祉
部
首
席
参
事
［
あ
だ
ち
福
祉
会
派
遣
］

鈴
木
悦
雄
（
生
活
福
祉
部
長
）
▽
市
長
公
室
長　

渡

辺
友
衛
（
総
合
政
策
部
長
）
▽
生
活
福
祉
部
長　

伊

藤
昌
男
（
総
務
部
次
長
兼
参
事
兼
財
政
課
長
）
▽
企

業
局
長　

村
越
廣
志
（
会
計
管
理
者
）
▽
会
計
管
理

者　

叶　

栄
徳
（
生
活
福
祉
部
次
長
兼
参
事
兼
市
民

課
長
）
▽
教
育
部
長　

根
本
昌
康
（
総
合
政
策
部
次

長
兼
参
事
兼
企
画
政
策
課
長
）

【
課
長
相
当
職
】

▽
保
健
福
祉
課
副
専
門
参
事
［
あ
だ
ち
福
祉
会
派

遣
］　

三
瓶　

博
（
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
［
本
宮
方
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
派
遣
］　

渡
辺
豊
和
（
総
務
課
主
幹
兼
課

長
補
佐
兼
職
員
係
長
）
▽
生
活
安
全
課
主
幹
［
安
達

地
方
広
域
行
政
組
合
派
遣
］　

本
田
重
夫
（
上
下
水

道
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
）
▽
総
務
部
次
長
兼
参
事
兼

財
政
課
長　

移
川
英
也
（
秘
書
広
報
課
長
）
▽
市
長

公
室
次
長
兼
政
策
推
進
課
長　

根
本
久
雄
（
施
設
管

理
課
長
）
▽
生
活
福
祉
部
次
長
兼
参
事
兼
市
民
課
長

　

国
分
忠
一
（
産
業
建
設
部
次
長
兼
参
事
兼
商
工
労

政
課
長
）
▽
産
業
建
設
部
次
長
兼
商
工
労
政
課
長　

渡
辺
正
博
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
）
▽
産
業
建
設

部
次
長
兼
参
事
兼
建
設
課
長　

堀
井
和
廣
（
参
事
兼

建
設
課
長
）
▽
企
業
局
次
長
兼
参
事
兼
上
下
水
道
課

長　

国
分
勝
雄
（
白
沢
総
合
支
所
参
事
兼
建
設
課

長
）
▽
教
育
部
次
長
兼
教
育
総
務
課
長　

鈴
木　

亨

（
教
育
部
次
長
兼
幼
保
学
校
課
長
）
▽
白
沢
総
合
支

所
参
事
兼
市
民
福
祉
課
長　

安
藤
正
春
（
同
支
所
参

事
兼
保
健
福
祉
課
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
参
事
兼
産

業
建
設
課
長　

渡
辺
利
広
（
同
支
所
参
事
兼
産
業
課

長
）
▽
参
事
兼
監
査
委
員
事
務
局
長　

押
山
勝
吉

（
生
活
安
全
課
主
幹
）
▽
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長　

橋
本　

東
（
参
事
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▽
参
事
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長　

遠
藤
義
富

（
白
沢
総
合
支
所
参
事
兼
住
民
生
活
課
長
）
▽
教
育

部
参
事
兼
管
理
主
事　

角
田
恒
雄
▽
総
務
課
長　

佐

藤
栄
恭
（
総
務
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）

▽
施
設
管
理
課
長　

国
分
純
一
（
施
設
管
理
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
営
繕
係
長
）
▽
秘
書
広
報
課
長　

後

藤　

章
（
企
画
政
策
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
政
策
推

進
係
長
）
▽
子
ど
も
福
祉
課
長　

国
分
郁
夫
（
子
育

て
支
援
室
長
）
▽
幼
保
学
校
課
長　

登
梛　

恒
（
行

政
経
営
課
長
）
▽
施
設
管
理
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

情
報
管
理
係
長　

鈴
木
孝
一
（
行
政
経
営
課
副
主
幹

兼
情
報
統
計
係
長
）
▽
国
民
健
康
保
険
白
岩
診
療
所

主
幹
兼
所
長
補
佐
兼
医
事
係
長　

鈴
木
一
寿
（
白
沢

総
合
支
所
産
業
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
農
林
係
長
）

▽
建
設
課
主
幹　

東
城
俊
治
（
建
設
課
副
主
幹
兼
維

持
係
長
）
▽
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画

係
長　

高
橋
朋
久
（
商
工
労
政
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

兼
商
工
労
政
係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
地
域
振
興
課

主
幹
兼
課
長
補
佐　

橋
本
利
男
（
会
計
課
副
主
幹
兼

出
納
係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
兼
市
民
窓
口
係
長　

菊
地
弘
子
（
同
支
所

住
民
生
活
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
住
民
窓
口
係
長
）

▽
白
沢
総
合
支
所
産
業
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補
佐　

武
田
博
喜
（
建
設
課
副
主
幹
兼
土
木
係
長
）
▽
五
百

川
幼
稚
園
主
任
専
門
幼
稚
園
教
諭
兼
副
園
長　

有
賀

寿
美
子
（
和
田
幼
稚
園
主
幹
兼
副
園
長
）
▽
岩
根
幼

稚
園
主
任
専
門
幼
稚
園
教
諭
兼
副
園
長　

先
崎
君
代

（
白
岩
幼
稚
園
主
幹
兼
副
園
長
）
▽
糠
沢
幼
稚
園
主

任
専
門
幼
稚
園
教
諭
兼
副
園
長　

石
川
サ
ツ
キ
（
同

幼
稚
園
主
幹
兼
副
園
長
）
▽
和
田
幼
稚
園
主
任
専
門

幼
稚
園
教
諭
兼
副
園
長　

浜
崎
本
子
（
岩
根
幼
稚
園

主
幹
兼
副
園
長
）
▽
白
岩
幼
稚
園
主
任
専
門
幼
稚
園

教
諭
兼
副
園
長　

佐
藤
玲
子
（
五
百
川
幼
稚
園
主
幹

兼
副
園
長
）
▽
主
任
専
門
保
育
技
師
兼
本
宮
第
二
保

育
所
長　

渡
辺
恭
子
（
主
幹
兼
第
三
保
育
所
長
）
▽

主
任
専
門
保
育
技
師
兼
本
宮
第
三
保
育
所
長　

三
瓶

公
子
（
主
幹
兼
白
沢
保
育
所
長
）
▽
主
任
専
門
保
育

技
師
兼
本
宮
第
四
保
育
所
長　

大
河
内
千
恵
子
（
主

幹
兼
第
二
保
育
所
長
）
▽
主
任
専
門
保
育
技
師
兼
白

沢
保
育
所
長　

国
分
敏
子
（
主
幹
兼
第
四
保
育
所

長
）
▽
主
幹
兼
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
兼
中
央
公
民
館
副

館
長　

安
斎
良
次
（
企
画
政
策
課
副
主
幹
兼
地
域
調

整
係
長
）
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
幹　

林　

稔
之

（
国
民
健
康
保
険
白
岩
診
療
所
主
幹
兼
所
長
補
佐
兼

医
事
係
長
）

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長　

柳
内
正
美
（
白
沢

総
合
支
所
地
域
振
興
課
副
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
▽
総

務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長　

坂
上
清
彦
（
議
会
事
務

局
長
補
佐
兼
議
事
係
長
）
▽
財
政
課
長
補
佐
兼
契
約

係
長　

橋
本
善
一
（
財
政
課
副
主
幹
兼
契
約
係
長
）

▽
秘
書
広
報
課
長
補
佐　

矢
吹
誠
司
（
秘
書
広
報
課

長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長
）
▽
政
策
推
進
課
長
補
佐

兼
政
策
推
進
係
長　

鈴
木
弘
治
（
財
政
課
長
補
佐
）

▽
子
ど
も
福
祉
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長　

加

藤
恵
子
（
子
育
て
支
援
室
副
主
幹
）
▽
高
齢
福
祉
課

長
補
佐
兼
長
寿
福
祉
係
長　

根
本
真
弓
（
高
齢
福
祉

課
副
主
幹
兼
長
寿
福
祉
係
長
）
▽
高
齢
福
祉
課
長
補

佐
兼
介
護
保
険
係
長　

遠
藤
文
芳
（
高
齢
福
祉
課
副

主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
）
▽
商
工
労
政
課
長
補
佐　

遠
藤
良
一
（
商
工
労
政
課
副
主
幹
兼
企
業
誘
致
係

長
）
▽
商
工
労
政
課
長
補
佐
兼
企
業
誘
致
係
長　

増

子
宗
一
（
建
設
課
副
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長
）
▽
建

設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長　

渡
辺
正
彦
（
幼
保
学
校

課
副
主
幹
兼
幼
保
教
育
係
長
）
▽
建
設
課
長
補
佐
兼

土
木
係
長　

渡
辺
兼
野
（
白
沢
総
合
支
所
建
設
課
副

主
幹
兼
管
理
係
長
）
▽
上
下
水
道
課
長
補
佐　

佐
原

政
義
（
行
政
経
営
課
副
主
幹
兼
行
政
改
革
推
進
係

長
）
▽
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
給
水
係
長　

菅
野
秀

昭
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
下
水
道
業
務
係
長
）
▽

議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
議
事
係
長　

柴
田
久
幸
（
建

設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
▽
幼
保
学
校
課
長
補
佐

兼
学
校
教
育
係
長　

三
瓶　

隆
（
幼
保
学
校
課
副
主

幹
兼
学
校
教
育
係
長
）
▽
施
設
管
理
課
副
主
幹
兼
営

繕
係
長　

本
田　

忠
（
建
設
課
副
主
幹
兼
建
築
係

長
）
▽
税
務
課
主
任
主
査　

三
浦
祐
資
（
税
務
課
主

査
）
▽
市
長
公
室
秘
書
広
報
課
副
主
幹
兼
秘
書
係
長

　

本
多
光
雄
（
総
務
部
秘
書
広
報
課
副
主
幹
兼
秘
書

係
長
）
▽
秘
書
広
報
課
副
主
幹
兼
広
報
広
聴
係
長　

根
本
享
史
（
白
沢
総
合
支
所
住
民
生
活
課
副
主
幹
兼

生
活
環
境
係
長
）
▽
政
策
推
進
課
副
主
幹
兼
行
政
改

革
係
長　

平
野　

智
（
行
政
経
営
課
副
主
幹
兼
合
併

進
行
管
理
係
長
）
▽
政
策
推
進
課
主
任
主
査　

川
名

美
和
子
（
財
政
課
主
査
）
▽
保
健
福
祉
課
専
門
保
健

技
師
兼
健
康
づ
く
り
係
長　

八
木
沢
典
子
（
保
健
福

祉
課
副
主
幹
兼
健
康
づ
く
り
係
長
）
▽
保
健
福
祉
課

副
主
幹　

国
分
恵
子
（
施
設
管
理
課
副
主
幹
）
▽
保

健
福
祉
課
副
専
門
保
健
技
師　

瓜
生
睦
子
（
保
健
福

祉
課
主
任
主
査
）
▽
子
ど
も
福
祉
課
主
任
主
査　

矢

吹
ひ
ろ
み
（
保
健
福
祉
課
主
任
主
査
）
▽
高
齢
福
祉

課
副
主
幹　

野
内
順
子
（
保
健
福
祉
課
副
主
幹
）
▽

高
齢
福
祉
課
専
門
保
健
技
師
兼
保
健
師
長　

安
斎
美

枝
子
（
高
齢
福
祉
課
副
主
幹
兼
保
健
師
長
）
▽
高
齢

福
祉
課
専
門
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

渡
辺
真
理
子
（
高

齢
福
祉
課
副
主
幹
兼
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
▽
高

齢
福
祉
課
主
任
主
査　

安
田
和
司
（
高
齢
福
祉
課
主

査
）
▽
商
工
労
政
課
副
主
幹
兼
商
工
労
政
係
長　

根

本
裕
三
郎
（
白
沢
総
合
支
所
産
業
課
副
主
幹
兼
商
工

観
光
係
長
）
▽
商
工
労
政
課
副
主
幹
兼
産
業
統
計
係

長　

本
泉
宏
幸
（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
）
▽
建
設

課
副
主
幹
兼
建
築
係
長　

伊
藤
康
倫
（
施
設
管
理
課

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

本
宮
市
職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
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副
主
幹
）
▽
上
下
水
道
課
副
主
幹
兼
下
水
係
長　

木

下
泰
寿
（
上
下
水
道
課
副
主
幹
兼
下
水
道
施
設
係

長
）
▽
上
下
水
道
課
副
主
幹　

柳
沼
公
男
（
上
下
水

道
課
副
主
幹
兼
水
道
施
設
係
長
）
▽
上
下
水
道
課
副

主
幹
兼
業
務
係
長　

渡
辺
清
文
（
上
下
水
道
課
副
主

幹
兼
水
道
業
務
係
長
）
▽
上
下
水
道
課
副
主
幹
兼
浄

水
係
長　

荒
川
貞
伸
（
上
下
水
道
課
白
沢
水
道
事
務

所
副
主
幹
兼
業
務
係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
副
主
幹
兼
白
岩
出
張
所
窓
口
係
長　

三
瓶
源
幸

（
同
支
所
住
民
生
活
課
副
主
幹
兼
白
岩
出
張
所
窓
口

係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
専
門
保
健
技

師
兼
保
健
係
長　

松
本
美
佐
江
（
同
支
所
保
健
福
祉

課
副
主
幹
兼
保
健
係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
主
任
主
査
兼
生
活
環
境
係
長　

橋
本
信
人
（
企

画
政
策
課
主
任
主
査
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
）
▽
白

沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
主
任
主
査
兼
福
祉
係
長　

国
分
孝
寿
（
同
支
所
保
健
福
祉
課
主
任
主
査
兼
福
祉

係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
産
業
建
設
課
副
主
幹　

佐

藤
富
子
（
市
民
課
副
主
幹
）
▽
白
沢
総
合
支
所
産
業

建
設
課
副
主
幹
兼
建
設
係
長　

三
瓶　

明
（
同
支
所

建
設
課
副
主
幹
兼
維
持
係
長
）
▽
白
沢
総
合
支
所
産

業
建
設
課
主
任
主
査
兼
農
産
係
長　

渡
辺
敏
雄
（
同

支
所
産
業
課
主
任
主
査
兼
農
政
係
長
）
▽
会
計
課
副

主
幹
兼
出
納
係
長　

小
沢
登
良
雄
（
行
政
経
営
課
副

主
幹
）
▽
会
計
課
副
主
幹　

遠
藤
敦
子
（
会
計
課
白

沢
総
合
支
所
分
室
副
主
幹
兼
会
計
係
長
）
▽
議
会
事

務
局
副
主
幹
兼
庶
務
係
長　

永
田
達
也
（
議
会
事
務

局
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長
）
▽
農
業
委
員
会
事
務
局

副
主
幹
兼
農
地
係
長　

渡
辺
孝
江
（
農
業
委
員
会
事

務
局
副
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
▽
教
育
総
務
課
副
主
幹

　

佐
藤
良
子
（
生
活
安
全
課
副
主
幹
）
▽
幼
保
学
校

課
副
主
幹
兼
幼
保
教
育
係
長　

菊
地
義
一
（
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
▽
五
百
川
幼
稚
園
専
門
幼
稚

園
教
諭　

増
子
公
子
（
五
百
川
幼
稚
園
副
主
幹
）
▽

五
百
川
幼
稚
園
副
専
門
幼
稚
園
教
諭　

佐
々
木
幸
子

（
糠
沢
幼
稚
園
主
任
主
査
）
▽
岩
根
幼
稚
園
専
門
幼

稚
園
教
諭　

本
田
真
理
子
（
和
田
幼
稚
園
副
主
幹
）

▽
岩
根
幼
稚
園
専
門
幼
稚
園
教
諭　

岩
崎
絹
子
（
岩

根
幼
稚
園
副
主
幹
）
▽
糠
沢
幼
稚
園
副
専
門
幼
稚
園

教
諭　

菅
野
真
紀
（
糠
沢
幼
稚
園
主
査
）
▽
和
田
幼

稚
園
専
門
幼
稚
園
教
諭　

杉
原
佳
代
子
（
本
宮
第
一

保
育
所
副
主
幹
）
▽
白
岩
幼
稚
園
専
門
幼
稚
園
教
諭

　

遠
藤
文
子
（
本
宮
第
三
保
育
所
副
主
幹
）
▽
白
岩

幼
稚
園
専
門
幼
稚
園
教
諭　

渡
辺
亜
樹
（
白
岩
幼
稚

園
副
主
幹
）
▽
本
宮
第
一
保
育
所
専
門
保
育
技
師
兼

副
所
長　

佐
原
し
げ
子
（
本
宮
第
三
保
育
所
副
主
幹

兼
副
所
長
）
▽
本
宮
第
一
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

佐
久
間
眞
至
子
（
本
宮
第
四
保
育
所
副
主
幹
）
▽
本

宮
第
一
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

伊
藤
律
子
（
同
保

育
所
副
主
幹
）
▽
本
宮
第
二
保
育
所
専
門
保
育
技
師

兼
副
所
長　

押
山
悦
子
（
同
保
育
所
副
主
幹
兼
副
所

長
）
▽
本
宮
第
二
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

国
分
幸

恵
（
五
百
川
幼
稚
園
副
主
幹
）
▽
本
宮
第
二
保
育
所

副
専
門
保
育
技
師　

橋
本
し
げ
み
（
同
保
育
所
主
任

主
査
）
▽
本
宮
第
二
保
育
所
副
専
門
保
育
技
師　

遠

藤
道
子
（
同
保
育
所
主
任
主
査
）
▽
本
宮
第
三
保
育

所
専
門
保
育
技
師
兼
副
所
長　

遊
佐
敏
子
（
本
宮
第

一
保
育
所
副
主
幹
兼
副
所
長
）
▽
本
宮
第
三
保
育
所

専
門
保
育
技
師　

渡
辺
経
子
（
同
保
育
所
副
主
幹
）

▽
本
宮
第
三
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

渡
辺
喜
美
代

（
同
保
育
所
副
主
幹
）
▽
本
宮
第
四
保
育
所
専
門
保

育
技
師
兼
副
所
長　

猪
股
照
子
（
同
保
育
所
副
主
幹

兼
副
所
長
）
▽
本
宮
第
四
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

中
村
孝
子
（
同
保
育
所
副
主
幹
）
▽
本
宮
第
四
保
育

所
専
門
保
育
技
師　

渡
辺
克
重
（
同
保
育
所
副
主

幹
）
▽
本
宮
第
四
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

伊
藤
美

智
子
（
本
宮
第
二
保
育
所
副
主
幹
）
▽
本
宮
第
四
保

育
所
専
門
保
育
技
師　

柳
内
美
千
代
（
糠
沢
幼
稚
園

副
主
幹
）
▽
本
宮
第
四
保
育
所
副
専
門
保
育
技
師　

渡
辺
美
紀
（
白
岩
幼
稚
園
主
任
主
査
）
▽
白
沢
保
育

所
専
門
保
育
技
師
兼
副
所
長　

伊
藤
久
美
子
（
同
保

育
所
副
主
幹
兼
副
所
長
）
▽
白
沢
保
育
所
専
門
保
育

技
師　

根
本
真
紀
子
（
本
宮
第
一
保
育
所
副
主
幹
）

▽
白
沢
保
育
所
専
門
保
育
技
師　

川
名
い
ち
子
（
同

保
育
所
副
主
幹
）
▽
白
沢
保
育
所
副
専
門
保
育
技
師

　

安
田
理
香
子
（
本
宮
第
四
保
育
所
主
任
主
査
）
▽

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
専
門
学
芸
員　

山
崎
義
夫
（
同

セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
専
門

学
芸
員　

鈴
木
雅
文
（
同
セ
ン
タ
ー
主
任
主
査
）
▽

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
専
門
学
芸
員　

斎
藤
由
美
子

（
同
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
専

門
学
芸
員　

長
谷
川
正
（
同
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）

【
係
長
相
当
職
】

▽
市
民
課
主
査
［
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派

遣
］　

板
垣
美
紀
（
教
育
総
務
課
主
査
）
▽
財
政
課

主
査　

馬
場
広
元
（
総
務
課
主
査
）
▽
税
務
課
主
査

　

菅
野　

繁
（
行
政
経
営
課
主
査
）
▽
税
務
課
主
査

　

遠
藤
あ
け
み
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
査
）
▽
市

長
公
室
秘
書
広
報
課
主
査　

根
本
寛
子
（
総
務
部
秘

書
広
報
課
主
査
）
▽
秘
書
広
報
課
主
査　

川
名
真
紀

（
総
務
課
副
主
査
）
▽
政
策
推
進
課
主
査　

杉
村
裕

恵
（
市
民
課
主
査
）
▽
市
民
課
主
査　

田
原
智
絵

（
白
沢
総
合
支
所
住
民
生
活
課
主
査
）
▽
市
民
課
主

査　

菅
野
貴
恵
（
総
務
課
主
査
）
▽
生
活
安
全
課
主

査　

遠
藤
智
顕
（
税
務
課
主
査
）
▽
上
下
水
道
課
主

査　

渡
辺
久
幸
（
上
下
水
道
課
白
沢
水
道
事
務
所
主

査
）
▽
上
下
水
道
課
主
査　

武
田
美
代
子
（
上
下
水

道
課
白
沢
水
道
事
務
所
主
査
）
▽
白
沢
総
合
支
所
地

域
振
興
課
主
査　

広
瀬
健
一
（
生
活
安
全
課
主
査
）

▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
主
査　

国
分
文
洋

（
同
支
所
住
民
生
活
課
主
査
）
▽
白
沢
総
合
支
所
産

業
建
設
課
主
査　

石
橋
直
樹
（
同
支
所
産
業
課
主

査
）
▽
白
沢
総
合
支
所
産
業
建
設
課
主
査　

渡
辺
孝

史
（
同
支
所
建
設
課
主
査
）
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
書
記　

三
瓶
純
子
（
秘
書
広
報
課
主
査
）
▽
幼

保
学
校
課
主
査　

大
越
理
津
子
（
行
政
経
営
課
主

査
）
▽
糠
沢
幼
稚
園
主
任
保
育
技
師　

遊
佐
和
代

（
本
宮
第
二
保
育
所
副
主
任
保
育
技
師
）
▽
本
宮
第

三
保
育
所
主
任
保
育
技
師　

加
藤
美
賀
子
（
白
沢
保

育
所
主
任
保
育
技
師
）
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
任

司
書　

石
川
志
津
子
（
同
セ
ン
タ
ー
主
査
）
▽
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
主
査　

鈴
木
和
英
（
白
沢
総
合
支
所

住
民
生
活
課
副
主
査
）

【
係
員
の
職
】

▽
総
務
課
副
主
査　

石
橋　

淳
（
白
沢
総
合
支
所
地

域
振
興
課
副
主
査
）
▽
税
務
課
副
主
査　

渡
辺
好
晴

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
副
主
査
）
▽
政
策
推
進
課
主

事　

佐
藤
敬
史
（
企
画
政
策
課
主
事
）
▽
商
工
労
政

課
副
主
査　

河
原　

功
（
税
務
課
副
主
査
）
▽
建
設

課
副
主
査　

川
名
智
裕
（
税
務
課
副
主
査
）
▽
白
沢

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
副
主
査　

渡
辺
明
美
（
同
支

所
保
健
福
祉
課
副
主
査
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
副
主
任
保
健
技
師　

佐
藤
裕
子
（
同
支
所
保
健

福
祉
課
副
主
任
保
健
技
師
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
副
主
査　

佐
藤
富
恵
（
同
支
所
保
健
福
祉
課

副
主
査
）
▽
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
副
主
査　

野
本
百
代
（
同
支
所
住
民
生
活
課
副
主
査
）
▽
白
沢

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
副
主
任
栄
養
士　

国
分
幸
恵

（
同
支
所
保
健
福
祉
課
副
主
任
栄
養
士
）
▽
白
沢
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
副
主
任
保
健
技
師　

吉
村
真
奈

美
（
同
支
所
保
健
福
祉
課
副
主
任
保
健
技
師
）
▽
本

宮
第
一
保
育
所
保
育
技
師　

根
本
絵
梨
子
（
白
沢
保

育
所
保
育
技
師
）

【
技
能
労
務
職
】

秘
書
広
報
課
主
任
運
転
手　

増
子
直
吉
（
秘
書
広
報

課
主
任
運
転
手
）
▽
白
沢
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主

任
技
能
員　

渡
辺
洋
子
（
秘
書
広
報
課
主
任
技
能

員
）

【
新
規
採
用
】

▽
生
活
安
全
課
主
事　

佐
藤
由
紀
▽
保
健
福
祉
課
保

健
技
師　

有
我
菜
子
▽
本
宮
第
一
保
育
所
保
育
技
師

　

宗
形　

恵
▽
本
宮
第
二
保
育
所
保
育
技
師　

渡
辺

聖
子

【
退　
　

職
】

平
成
20
年
３
月
31
日
付

▽
教
育
部
長　

佐
藤
安
雄　

▽
参
事
兼
監
査
委
員
事

務
局
長　

佐
藤
正
勝　

▽
企
業
局
長　

伊
藤
伸
一
▽

岩
根
小
学
校
主
任
技
能
員　

国
分
幸
子
▽
保
健
福
祉

課
主
任
主
査　

二
階
堂
幸
恵
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ピッカ、ピカの１年生！
入学おめでとう

みんな　なかよく！
～保育所入所式、幼稚園入園式～

　

市
内
の
５
つ
の
保
育
所
の
入
所
式

は
、
４
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、
１
３

８
人
の
乳
幼
児
が
新
た
に
入
所
し
、

保
護
者
と
と
も
に
入
所
式
に
臨
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
内
５
つ
の
幼
稚
園
の
入

園
式
は
、
４
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、

新
た
に
１
６
７
名
の
園
児
が
加
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
子
ど
も
達
の

名
前
が
呼
ば
れ
、「
明
日
か
ら
も
元

気
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
挨
拶
が

あ
る
と
「
は
ぁ
ー
い
」
と
明
る
く
笑

顔
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　小学校と中学校の入学式は、４月７日に行われ、新入
学生は小学校で321人、中学校は344人が新たな学校生活
をスタートしました。小学校の入学式では、緊張した表
情ながら大きな声で返事をする児童の姿にカメラを向け
る保護者の姿が印象的でした。ご入学おめでとうござい
ます。

　「カメラ散歩」では、皆さんの「ホットで楽しい」
話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ち
しています。

秘書広報課広報広聴係☎33－1111（内線220）

▲本宮第一中学校

▲本宮小学校

▲白沢保育所

▼岩根幼稚園
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ピッカ、ピカの新車です！
～消防団に消防ポンプ車を交付～

　３月23日に本宮商工会駐車場において、消防団に消防ポン
プ自動車１台が交付されました。
　交付式では、佐藤市長から川名団長に交付書が手渡された
後、川名団長から本宮地区隊の遠藤第１分団長に配備書が手
渡されました。
　これは、更新期間の過ぎた消防ポンプ自動車を更新計画に
基づき更新したものです。交付式終了後、披露式が行われ、
参加者全員で、市内からの無火災・無災害を誓い合いました。

50年ぶりに新調　大のぼり旗
～田中稲荷神社春の祭礼～

　

高
木
字
田
中
に
あ
る
正
一
位
田

中
稲
荷
神
社
の
春
の
初
午
（
は
つ

う
ま
）
祭
は
３
月
19
日
に
行
わ

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
協
力
に
よ
り

約
50
年
ぶ
り
に
新
調
さ
れ
た
、
長

さ
約
６
㍍
、
幅
50
㌢
の
２
反
旗
２

本
が
参
道
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
１
０
４
歳
で
市

内
最
高
齢
者
の
菊
地
キ
ク
さ
ん
の

長
寿
を
祝
い
、
赤
い
の
ぼ
り
旗
４

本
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
祭
礼
で

は
、
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
や
お
煮
し

め
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

４
月
10
日
は
良
い
戸
の
日

～
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

　

全
国
建
具
組
合
連
合
会
で
は
、
４
月
10

日
を
「
良
い
戸
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
宮
建
具
家
具
組
合
（
組
合
長
：
斎
藤

武
さ
ん
）
で
は
、
こ
の
日
に
ち
な
み
、
毎

年
４
月
10
日
に
、
市
内
の
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
所
な
ど
の
戸
や
ド
ア
の
修
繕
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
８
人
の
組
合
員
の
方
が
岩
根

小
学
校
の
各
教
室
の
出
入
口
の
戸
な
ど
を

修
繕
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、「
校
舎
は
築
33
年
で
、
ど

こ
の
戸
も
し
ま
り
が
悪
く
な
っ
て
い
た
の

で
、
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

大隊長に　かしらぁ中 !!
～本宮支部春季消防連合観閲式開催～

　本宮支部春季消防連合観閲式は、４月13日に本宮総合
運動公園多目的グランドにおいて開催されました。
　本宮市消防団と大玉村消防団の団員合わせて534名が
通常点検、中隊訓練、ドリル演奏などを披露しました。
規律正しく、一糸乱れぬ行進は壮観でした。また、ラッ
パ隊のドリル演奏には、大きな拍手が贈られました。お
疲れさまです。

組合員の皆さんと加藤隆校長（左）
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「
た
だ
い
ま
！
」

　

ど
の
児
童
も
そ
う
言
っ
て
分

館
の
ド
ア
を
開
け
ま
す
。

　

私
た
ち
、
糠
沢
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

は
、
白
沢
地
区
の
３
ク
ラ
ブ
の
内

の
一
つ
で
、
幼
稚
園
預
か
り
保

育
・
放
課
後
児
童
保
育
合
わ
せ
て

登
録
人
数
は
１
１
０
名
の
大
所

帯
。
そ
の
内
、
毎
日
60
名
前
後
の

子
ど
も
達
が
登
所
し
ま
す
。

　

３
年
前
、
糠
沢
幼
稚
園
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
余
り
の
利

用
人
数
増
加
に
子
ど
も
の
居
場
所

が
狭
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
２

年
目
以
降
は
、
こ
こ
糠
沢
分
館
で

預
か
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
生
活
の
流
れ
と
し
て

は
、
幼
稚
園
児
は
登
所
後
お
昼

寝
、
小
学
生
は
帰
っ
て
来
る
と
直

ぐ
に
宿
題
を
始
め
ま
す
。
幼
稚
園

児
が
お
昼
寝
か
ら
目
覚
め
る
頃
、

小
学
生
達
の
宿
題
も
終
わ
り
、
全

員
揃
っ
て
の
お
や
つ
タ
イ
ム
を
楽

し
み
ま
す
。

　

そ
の
後
、
雨
の
日
以
外
は
戸
外

遊
び
で
す
。
広
い
駐
車
場
は
子
供

達
の
格
好
の
遊
び
場
。
縄
跳
び
、

鬼
ご
っ
こ
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
。
そ
し
て
、
ブ
ラ
ン
コ
や

鉄
棒
等
も
あ
り
思
い
思
い
の
遊
び

を
満
喫
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
と
同
じ
様
に
ビ
デ
オ
を
観
た

　今年の成人式では、実行委員として司会
を担当。４月からは歯科医院に勤務し、社会
人として新たなスタートを切った。家族の元
を離れ初めての一人暮らしだが、心強い家
族 !?がいる。カツオ節が大好物の猫の「リク」
ちゃん（アメリカンショートヘアー）である。
家の中ではいつも後ろを付いて歩く。もちろ
ん、寝るときも一緒。悪い虫が付かないよう
しっかり見張っている!?
　かわいい猫に守られている、フルーツ大好
物のさわやかお嬢さんである。

に
乗
り
越
え
て
き
た
友
達
、
ず
っ

と
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
今
ま
で

出
会
っ
て
き
た
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
!!

　

ま
た
、
成
人
式
で
は
実
行
委
員

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
成
人
式
の

記
念
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
記
念
事
業
を
行
う
資
金
を
集

め
る
た
め
に
募
金
を
募
り
、
無
事

に
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
募
金
箱
を
置
い
て
く
だ

さ
っ
た
お
店
の
方
々
、
募
金
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
成
人
式
を

裏
で
支
え
て
く
れ
て
い
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
!!

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
２

年
間
福
島
市
に
あ
る
専
門
学
校
に

通
っ
て
今
年
の
３
月
に
卒
業
し
ま

し
た
。
そ
し
て
４
月
か
ら
新
社
会

人
と
し
て
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
毎
日
わ
か
ら
な
い
こ
と

の
連
続
で
す
が
、
先
生
や
先
輩
か

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
日
々
勉
強
で
す
。
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
!!

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
国
分
誓
子
さ
ん
（
糠

沢
字
久
保
内
）
の
予
定
で
す
。

冬室　里奈さん
RINA	FUYUMURO

（本宮字塩田入） 「二十歳の
　　スタート」

　

３
月
号
の
佐
藤
由
美

子
さ
ん
か
ら
紹
介
さ
れ

た
冬
室
里
奈
で
す
！

　

私
は
今
年
の
１
月
に

晴
れ
て
成
人
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
下
さ
っ
た

先
生
方
、
楽
し
い
と
き

も
つ
ら
い
と
き
も
一
緒

私の随想録

ろのひひろばばここどどもも
【糠沢こどもクラブ】
登録者数：110人
住所：本宮市糠沢字原241
電話：44－2355
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匠
TAKUMI

　

今
月
号
か
ら
は
、「
匠
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
道
の
達
人
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
第
１
回
目
に
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、
菅
野
仏
具

店
（
本
宮
字
中
條
）
の
仏
具
師
、
菅
野
勝
夫
さ
ん
で
す
。

　

菅
野
仏
具
店
は
、
昭
和
10
年
「
現
代
の
名
工
」
で

あ
る
父
俊
勝
さ
ん
が
創
業
し
た
も
の
で
、
勝
夫
さ
ん

で
２
代
目
と
な
る
。

　

尊
敬
す
る
父
の
姿
を
見
て
育
ち
、
高
校
卒
業
と
同

時
に
、
こ
の
職
に
就
い
た
。
多
く
の
神
社
・
仏
閣
の

彫
刻
に
携
わ
り
、
父
と
と
も
に
文
化
財
の
修
繕
も
手

が
け
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
北
町
、
南
町
、
高
木
の
ほ
か
13
台
ほ
ど
の

太
鼓
台
を
作
っ
た
の
は
、
思
い
出
に
残
る
と
話
す
。

た
だ
、
最
近
は
、
既
製
品
の
仏
壇
が
あ
る
の
で
、
手

作
り
の
仏
壇
は
少
な
く
な
っ
た
と
も
語
る
。

　
「
私
も
体
育
協
会
、
消
防
団
な
ど
、
人
の
世
話
ば
か

り
し
て
き
た
。」
と
笑
う
が
、
消
防
団
員
歴
は
実
に
42

年
、
団
長
ま
で
努
め
た
。

　

温
厚
な
語
り
口
な
が
ら
、「
木
の
性
質
を
知
り
、
道

具
を
磨
き
、
技
だ
け
は
誰
に
も
負
け
た
く
な
い
。」
と

い
う
こ
だ
わ
り
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
、
技
を
追
い
求
め
続
け
る
匠
で
あ
っ
た
。

秘 情報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム ：さとみ
◆本　　名：ヒミツ♡‥!?
◆出　　身：本宮市
◆趣　　味：サッカー観戦
　　　　　　カラオケ
　　　　　　音楽鑑賞

◆担当番組：「今夜も　んだNight！」
　　　　　　　「マイミュージックステーション」
◆リスナーに一言：「楽しい番組がお届けできるように頑
張ってまぁーす♡　みなさん　ぜひ聴いてください。よ
ろしくお願いしまぁーすm(- -)m」

あの声は、私です…

エフエ ム モ　ッ　ト コム

り
、
お
絵
描
き
を
し
た
り
す
る
子

も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
パ
ワ
ー
炸
裂
で
喧
嘩

に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
…
。
そ

ん
な
時
は
、
そ
の
場
そ
の
場
で
お

互
い
が
納
得
し
、
笑
顔
で
「
ま
た

明
日
!!
」
と
帰
る
こ
と
が
出
来
る

様
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
な

が
ら
、
の
び
の
び
＆
生
き
生
き
と

活
動
が
で
き
る
環
境
作
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
、〝
ふ
れ
あ
い
と
絆
〟
を

大
切
に
育
て
て
行
け
る
…
そ
し

て
、
子
供
達
に
と
っ
て
『
第
二
の

家
庭
』
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
行
け
る
糠
沢
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
で

あ
り
た
い
と
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

菅野仏具店
店主　菅野勝夫
（本宮字中條）
TEL	34－2564
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春
を
呼
ぶ
音
色

～
佐
藤
眞
人
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
３

月
15
日
に
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
曲
や
佐

藤
眞
人
先
生
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
が

「
愛
」
を
テ
ー

マ
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
た
内
容

で
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
80
名

の
来
場
者
は
、

ホ
ー
ル
で
開
催

中
の
伊
藤
集
三

先
生
の
木
口
木

版
画
の
作
品
と

と
も
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
や
さ
し
げ
な
フ
ル
ー
ト
を
は
じ
め

オ
カ
リ
ナ
や
篠し
の

笛ぶ
え

の
音
色
と
佐
藤
先
生
の

楽
し
い
音
楽
の
お
話
と
と
も
に
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
る
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

世
界
で
一
冊
の

自
分
だ
け
の
絵
本
を
作
ろ
う

～
手
作
り
し
か
け
絵
本
教
室
～

　

し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
で
は
、
３
月
15
日

に
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
て
、
手
作

り
し
か
け
絵
本

教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
こ

れ
ま
で
図
書
館

の
絵
本
教
室
で

作
っ
た
作
品
の

紹
介
を
し
た
あ

と
、
今
回
の
し

か
け
絵
本
（
青

虫
か
ら
蝶
へ
変
身
す
る
し
か
け
の
あ
る
絵

本
）
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
自
分
の
想
像
力

を
生
か
し
て
色
を
塗
っ
た
り
、
表
紙
や
文
章

を
書
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
絵

本
に
仕
上
げ
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

今
回
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
作
品
は
、
５
月
11
日
ま
で
図
書
館

内
に
作
品
展
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

受 講 生 募 集

◆入学資格　市内在住の60歳以上の方
◆開催期間　平成20年６月～11月概ね８回
◆学習内容　教養・健康などの講話や屋外研修会、体力

づくりなど
◆参加費用　各地区で異なりますので、お問い合わせく

ださい。
◆申込方法　生涯学習センターまたは各地区公民館へお

申し込みください。
　　　　　　※申込締切日は各地区で異なります。
◆問い合わせ先　生涯学習センター（☎33－2611）

「長寿大学」
～中央公民館および青田・荒井・仁井田・

高木・岩根地区公民館主催事業～
◆入学資格　市内在住の子育て中のお母さん
◆開催期間　平成20年６月～平成21年２月
　　　　　　毎月第２木曜日午前10時～12時
◆学習内容　子育て講話、市内・外施設研修、家庭で役

立つ各種講座など
◆参加費用　年間1,500円程度（材料費がかかる場合別途）
◆申し込み・問い合わせ先
　　　　　　中央公民館（☎33－2611）

「ひなげし学級」
～中央公民館主催事業～

◆入学資格　白沢地区在住の60歳以上の方
◆開催期間　平成20年５月～平成21年２月（全10回）
◆学習内容　教養・健康などの講話や屋外研修会、体力

づくりなど
◆参加費用　年間1,000円
　　　　　　（別途材料費等実費負担有り）
◆申し込み・問い合わせ先
　　　　　　白沢公民館（☎44－2350）

「新生大学」

～白沢公民館主催事業～

◆入学資格　白沢地区在住の成人女性の方
◆開催期間　平成20年５月～平成21年２月（全10回）
◆学習内容　教養・健康などの講話や実技
◆参加費用　年間1,000円
　　　　　　（別途材料費等実費負担有り）
◆申し込み・問い合わせ先
　　　　　　白沢公民館（☎44－2350）

「レディースアカデミー」

～白沢公民館主催事業～

　生涯学習センターは、市民の皆さんの「学び」・
「スポーツ」・「芸術文化」を応援しています。

●生涯学習センター（中央公民館内）
　　本宮字矢来39－１　☎33－2611
●白沢公民館
　　白岩字堤崎500　　☎44－2350

学び・文化・
スポーツの広場

“託児所が設置

されています。”
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広報もとみや　平成20年５月

本
宮
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
に
つ
い
て

　
「
本
宮
市
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
」
が
平
成
20
年
３
月
に
策

定
さ
れ
、
４
月
か
ら
施
行
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
５
年
間

の
本
宮
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
読

書
活
動
を
推
進
す
る
方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

本
計
画
で
は
、「
子
ど
も
の
読

書
活
動
は
、
言
葉
の
発
達
を
促
し
、

思
考
力
・
感
性
を
高
め
、
想
像
力
・

表
現
力
を
豊
か
に
し
て
成
長
す
る

た
め
に
必
要
な
『
生
き
る
力
』
を

身
に
付
け
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

理
念
を
基
盤
と
し
て
、
推
進
の
た

め
の
包
括
的
な
７
つ
の
方
策
と
そ

れ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
12
の
具

体
的
方
策
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
、
読
書
に
よ
っ
て
生
き
る
喜
び

や
豊
か
な
想
像
力
を
養
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
年
度
よ
り
本
計

画
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、「
本
宮
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」
は
、
本
宮
市
教

育
委
員
会
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
し
ら
さ
わ
夢
図
書
館
で
い

つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

しらさわ夢図書館・
中央公民館図書室からのご案内

しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

・「ホタルの川」（おおつきひとみ）
・「スイカぼうず」（とみた真矢）
・「まめうしくんとあいうえお」（あきやまただし）
・「おじいさんといぬ」（藤田勝治）
・「おじいちゃんは水のにおいがした」（今森光彦）
・「おひさまのパレット」（いとうゆうこ）
・「天山の巫女ソニン」（菅野雪虫）
・「トモ、ぼくは元気です」（香坂　直）
・「ハーフ」（草野たき）
・「ぼくのきもち」（原田大助）

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。なお、移送などで少々時間を頂く場合があります。

●赤ちゃんおはなし会
　と　　き：５月23日（金）11：00～11：20
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　おはなしコーナー
　ないよう：赤ちゃんとその保護者を対象としたおはなし会
　対　　象：赤ちゃんとその保護者、一般
●ジュニアおはなし会
　と　　き：５月24日（土）14：00～15：00
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　おはなしコーナー
　ないよう：長いおはなしを楽しめる幼児・児童とそ

の保護者を対象としたおはなし会
　対　　象：幼児～児童とその保護者、一般
●リトルおはなし会
　と　　き：５月25日（日）11：00～11：30
　と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
　ないよう：短いおはなしを楽しめる幼児とその保護

者を対象としたおはなし会
　対　　象：幼児とその保護者、一般

※いずれのイベントも、参加は自由で無料です。お誘い合わせの上、おいでください。

●『５月の定例おはなし会』
　と　　き：５月11日（日）10：30～11：30
　と こ ろ：中央公民館　こどもとしょしつ
　ないよう：「むかしばなし」をテーマとしたおはなし会
　対　　象：幼児とその保護者
●『６月の定例おはなし会』
　と　　き：６月８日（日）10：30～11：30
　と こ ろ：中央公民館　こどもとしょしつ
　ないよう：「雨がすき」をテーマとしたおはなし会
　対　　象：幼児とその保護者

［絵本・児童書］
・「安くていい宿評判の宿関東周辺」
・「るるぶ会津磐梯喜多方」
・「猛女とよばれた淑女」（斎藤由香）
・「人はなぜ戦争をするのか」（フロイト）
・「抱きしめてあげて」（渡辺久子）
・「乳と卵」（川上未映子）
・「子どもを理科好きに育てる本」（中野不二男）
・「えみるの赤いランドセル」（風見しんご）
・「親の品格」（坂東眞理子）
・「医学のたまご」（海堂　尊）

［一般書・実用書］

しらさわ夢図書館のおはなし会  中央公民館図書室のおはなし会
イ ベ ン ト

新着本
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知らせお

市
民
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

第
２
回
市
民
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　
　

時

　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
前
８
時
20
分　

開
会
式

◆
場　
　

所

　

総
合
体
育
館
（
高
木
）

◆
参
加
資
格

　

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の
女
子

で
編
成
し
た
各
行
政
区
単
位
の

チ
ー
ム
を
原
則
と
し
、
30
歳
未
満

の
選
手
は
４
名
以
内
の
エ
ン
ト

リ
ー
で
試
合
出
場
は
２
名
以
内
と

し
ま
す
。（
年
齢
は
、
平
成
20
年

４
月
１
日
現
在
）

※
編
成
が
困
難
な
行
政
区
間
で
の

混
成
チ
ー
ム
も
可
と
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

５
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
白
沢
公
民
館
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費

　

１
チ
ー
ム　

２
、
０
０
０
円

※
監
督
会
議
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
監
督
会
議
（
抽
選
会
）

　

５
月
27
日
（
火
）

　

午
後
７
時
（
中
央
公
民
館
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
中
央
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
３―

２
６
１
１

市
民
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

第
２
回
市
民
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会（
本
宮
地
区
）を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　
　

時

　

６
月
１
日
（
日
）

　

午
前
８
時　

開
会
式

◆
場　
　

所

　

本
宮
運
動
公
園

　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
高
木
）

◆
参
加
資
格

　

本
宮
地
区
在
住
の
40
歳
以
上
の

男
子
で
編
成
し
た
各
行
政
区
単
位

の
チ
ー
ム
を
原
則
と
し
ま
す
。（
年

齢
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
申
込
方
法

　

５
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
を
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参 

加 

費

　

１
チ
ー
ム　

２
、
０
０
０
円

※
大
会
当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
監
督
会
議
（
抽
選
会
）

　

５
月
27
日
（
火
）

　

午
後
７
時
（
中
央
公
民
館
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
中
央
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
３―

２
６
１
１

※
白
沢
地
区
の
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
５
月
18
日
（
日
）
白

沢
地
区
総
合
体
育
祭
の
中
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　行政相談委員は、総務大臣が委嘱するも
ので、国の仕事をはじめ、NTT などの特
殊法人等の仕事についての苦情や意見・要
望を受け付け、皆さんと関係行政機関等と
の間に立って、その解決を促進するよう相
談に応じています。

【行政相談委員】
●井上　進さん　住所：本宮字馬場12
　　　　　　　　電話：33－2505
●藤井　剛さん　住所：長屋字浦門42
　　　　　　　　電話：44－2243

～特設人権相談所開設～

　行政相談委員は、いつでも自宅で相談に
応じていますが、次の日程で相談所を開設
しますので、お気軽にご相談ください。

◆日時　５月21日（水）
　　　　午前10時～午後３時
◆場所　中央公民館
◆問い合わせ先
　　　　生活安全課　生活安全係
　　　　　　　　　　（☎内線112）

春の行政相談週間
５月19日～25日

＊借金（サラ金・ローン返済）
　　　にお悩みの方ご相談ください＊

司法書士法人 あおば事務所
福島事務所：福島市南中央3丁目７－２鶴島ガーデン102号
電 話 番 号：０２４－５２８－８８０２
二本松事務所：二本松市成田１丁目816－1コーポ成田３－101号
電 話 番 号：０２４３－６２－２５１５

国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

を
実
施
し
ま
す
。

◆
試
験
の
区
分

　

▽
行
政
事
務　
　

▽
機
械

　

▽
税
務　
　
　
　

▽
土
木

　

▽
電
気
・
情
報　

▽
林
業

◆
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◆
受
付
期
間

　

６
月
24
日
（
火
）
か
ら

　

７
月
１
日
（
火
）
ま
で

◆
第
一
次
試
験
日

　

９
月
７
日
（
日
）

◆
受
験
案
内
等
の
請
求

　

１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
付
し

た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
）
を
同
封
し
、
次
の

請
求
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
先
の
横
に
朱
書
き
で
「
Ⅲ

種
請
求
」
と
記
入
す
る
。

※
受
験
案
内
等
の
配
布
は
、
５
月

12
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

◆
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
８
０―

０
０
１
４

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３―

２―

23

　
　

人
事
院
東
北
事
務
局

　
　
　
　
　

第
二
課　

試
験
係

☎
０
２
２―

２
２
１―

２
０
２
２

◆
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/
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水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）
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２
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本
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７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
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１

　
㈲
光
設
工
業
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１
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５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25

　
㈲
キ
ン
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設
備
工
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３
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２
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宮
市
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内
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番
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㈱
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マ
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宮
市
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字
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ツ
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番
地
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㈱
大
敬
工
業
所（
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大
玉
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井
字
中
森
３
番
地

　
㈱
小
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本
宮
市
本
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字
仲
町
39
番
地

　
㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

！
第３回

大きなキルトからバックまで約130点展示！
パッチワークキルト作品展

日　時 ５月30日（金）・31日（土）・６月１日（日）
AM10：00～PM４：00　最終日PM３：00まで

場　所 サンライズもとみや
２Ｆ展示ホール

主　催 Quilt KandM　TEL 34－2505 渡辺
ミニキルト
講習開催！
（予約制）

　

本
宮
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
「
本
宮
駅
前
東
口
広
場
」
の
整
備
計

画
の
調
査
検
討
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
幅
広
く
お
聞
き

し
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
本
宮
駅
前
東
口
広
場
整
備
計
画
検
討
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
、
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以

上
の
方
（
議
員
・
公
務
員
を
除
き
ま
す
）

◆
募
集
人
数　

３
名
以
内

◆
任　
　

期　

駅
前
広
場
の
交
通
施
設
配
置
計
画
を
策
定
す
る
ま
で
の
期

間
（
約
１
年
間
）

◆
応
募
方
法　

様
式
は
任
意
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
・
応
募
動
機
を
記
載
の
う
え
建
設
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

　
　
　
　
　

※
申
し
込
み
用
紙
は
本
宮
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
応
募
締
切　

５
月
23
日
（
金
）（
消
印
有
効
）

◆
選
考
方
法　

委
員
選
考
審
査
会
で
審
査

◆
結
果
通
知　

応
募
者
全
員
に
通
知

◆
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課　

都
市
計
画
係
（
☎
内
線
１
４
７
）

本
宮
駅
前
東
口
広
場
整
備
計
画

検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す

「灯油」を単価契約で
納入できる方を募集します

　本宮市では、平成20年度に市の各施設で
使用する灯油を単価契約により納入できる
方を募集します。

◆応募資格　市内に本店又は支店を置く方
　　　　　　市税を滞納していない方
◆応募方法　希望する方は、電話連絡の上、

財政課までお越しください。
◆そ の 他　契約方法、契約単価、納入方法

その他については、来庁時に
ご説明します。

◆問い合わせ先
　　　　　財政課　契約係（☎内線231）

中学１年生と高校３年生に
相当する年齢の方へ

～「麻しん・風しん予防接種」を実施します～

　最近、10代・20代の方に麻しんの流行がみられます。
　国では平成20年度から５年間、定期予防接種の対象を拡大しま
した。該当される方は、接種することをお勧めします。

◆対 象 者　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方
　　　　　　平成２年４月２日～平成３年４月１日生まれの方
◆通知方法　個人通知します。
◆接種料金　無料
◆接種期間　平成20年４月１日～平成21年３月31日まで
◆接種場所　市予防接種委託医療機関
◆問い合わせ先　保健福祉課　健康づくり係（☎内線133）
　　　　　　　　白沢保健センター　☎44－4188

特定計量器の
　定期検査を実施します

　取引や証明行為に使用している
「はかり」は、計量法により２年に
１回の定期検査を受けることが義務
づけられていますので、検査を受け
るようお願いします。
◆検査日時・場所（対象地区）
・５月27日（火）白沢総合支所
　　午後１時30分～３時
　　（白沢地区の方が対象です。）
・５月28日（水）本宮市役所
　　午前10時～午後３時
　　（本宮地区の方が対象です。）
◆検査手数料
　250円～2,200円
◆問い合わせ先
　商工労政課　商工労政係

　　　　　（☎内線151）
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知らせお

５月３日（土）	 ㈱大敬工業所	 48－3253・48－3665
５月４日（日）	 ㈱小山設備	 33－3031
５月５日（月）	 ㈲須藤住機工業	 48－2357
５月６日（火）	 ㈲浜野和水道	 33－2788
５月10日（土）	 ㈲本宮設備	 33－2592
５月11日（日）	 ㈲タカトク設備	 33－2183
５月17日（土）	 オオナミ㈱	 33－1001・33－2412
５月18日（日）	 ㈲佐藤商会	 33－5875
５月24日（土）	 ㈲光設工業所	 48－2413・33－1895
５月25日（日）	 ㈱タカマツ	 33－5242
５月31日（土）	 ㈱大敬工業所	 48－3253・48－3665
６月１日（日）	 ㈱小山設備	 33－3031
６月７日（土）	 ㈲須藤住機工業	 48－2357
６月８日（日）	 ㈲浜野和水道	 33－2788

漏水当番のお知らせ

市のすがた（平成20年４月１日現在）

納期のお知らせ

固定資産税　　　　　　　　　１期分
住宅使用料　　　　　　　　　５月分
住宅駐車場使用料　　　　　　５月分
保育所・幼稚園保育料　　　　５月分
放課後児童保育料　　　　　　５月分

納期限　６月２日（月）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、

残高の確認をお願いします。
　　なお、毎週月曜日（祝日は除く）は、窓口業務を

午後７時まで延長していますので、税金などの納入
および納付相談にご利用ください。

　

５
月
号
か
ら
広
報
も
と
み
や
の
担
当

に
な
り
ま
し
た
、
根
本
と
い
い
ま
す
。

（
４
人
の
子
を
持
つ
父
親
で
す
。）
広
報

紙
づ
く
り
は
初
め
て
の
経
験
で
す
が
、

経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
に
両
脇
を
固
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
初
め
て
の
取
材
は
、
保
育
所

の
入
所
式
。
続
い
て
小
学
校
の
入
学
式

の
取
材
と
、
こ
こ
ま
で
は
順
調
に
い
き

ま
し
た
が
、
裏
表
紙
の
桜
の
名
所
紹
介

の
た
め
の
桜
の
撮
影
に
は
苦
労
し
ま
し

た
。
４
月
当
初
か
ら
晴
れ
間
が
な
く
、

こ
れ
を
書
く
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
前
に
よ

う
や
く
最
後
の
一
枚
が
撮
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

文
章
を
書
く
こ
と
を
一
番
苦
手
と
し

て
い
る
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
前
任

者
を
見
習
い
、
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

○享

男　性 15,450人

女　性 16,153人

総人口 31,603人

世帯数 9,450世帯

３月の交通事故発生状況

件　数 死　者 傷　者

本　年 16（53） 0（０） 23（69）

前　年 27（65） 2（３） 30（73）

増　減 －11（－12） －2（－3） －7（－4）

本宮警察署より　（　）は１月からの累計

市営住宅入居者を募集します

水道メーター検針のお知らせ

　４月～５月分の水道メーター検針を、５月20日（火）
から25日（日）に実施しますので、メーターボックス
の上には物など置かないよう、ご協力をお願いします。

◎
教
育
振
興
の
た
め

▽
二
本
松
信
用
金
庫

　
（
理
事
長　

山
口
純
一
さ
ん
）

　
　
　
　
　

電
動
鉛
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り
90
台

◎
夢
図
書
館
充
実
の
た
め

▽
渡
辺
ウ
メ
さ
ん

　
　
　
　
（
長
屋
字
平
屋
敷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
万
円

◎
荒
井
地
区
公
民
館
施
設
充
実
の

た
め

▽
光
明
保
育
園

　
（
園
長　

大
島
浄
照
さ
ん
）

　
　
　

折
り
た
た
み
長
机　

10
脚

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

健康相談会のお知らせ

平成 20 年５月 14 日（水）10 時～ 15 時
開催場所：谷病院　　※参加費無料
当日は直接〔１階東棟食堂〕会場にお越しください
◎当院のスタッフが健康相談にお応えします
　身体測定　体脂肪・骨密度測定　フットケア
　健康・介護・栄養・服薬相談指導　転倒予防体操など

お問い合わせ先：谷病院　電話33－2721

※入居を希望される方は、入居基準及び必要書類の提出があり
ますので、建設課建築係（☎内線146）へお問い合わせくだ
さい。なお、募集期間は５月12日（月）から６月６日（金）ま
でとなります。

住宅名 戸数 間取り 募集方法 場　　所

瀬戸川 １戸 1F　4.5畳、K　2F
　３畳、６畳 一般公募 本宮市荒井字

山神20－１

村　山 １戸 ６ 畳 ２ 室、4.5畳、
DK 一般公募 本宮市仁井田

字村山７

大谷戸 １戸 ６畳３室、DK 一般公募 本宮市和田字
大谷戸１－１

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応と
なります。

　通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。



��

広報もとみや　平成20年５月

問い合わせ先　●生活福祉部　保健福祉課　健康づくり係　☎33－1111●白沢総合支所　白沢保健センター　保健係　☎44－4188

５月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

保健衛生だより保健衛生だより

日曜・祝日当番医　診療時間 ９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　【※】は、９：00～12：00

（小児）は、小児科標榜医療機関

５月３日（土）
池田眼科医院	 （本宮市本宮字仲町）	 34－4100
佐久間内科小児科医院【小児】	 （二本松市本町）	 22－0570
（医）三浦内科医院	 （二本松市亀谷）	 23－3883
５月４日（日）
吉田耳鼻咽喉科	 （本宮市本宮字万世）	 34－1330
（医）森小児科医院【小児】	 （二本松市郭内）	 22－3215
（医）辰星会枡病院	 （二本松市本町）	 22－2828
小野崎医院【※】	 （二本松市針道）	 46－2001
５月５日（月）
（医）国分整形外科医院	 （本宮市本宮字仲町）	 33－1088
みうら内科クリニック【小児】	 （二本松市羽石）	 22－5512
岩代国保診療所	 （二本松市百目木）	 56－2461
５月６日（火）
今野外科整形外科医院	 （本宮市本宮字万世）	 33－3711
（医）かさい小児科クリニック【小児】	（二本松市油井）	 22－8800
社会保険二本松病院	 （二本松市成田町）	 23－1231
５月11日（日）
（医）慈久会谷病院【小児】	 （本宮市本宮字南町裡）	 33－2721
整形外科内科小林医院	 （二本松市根崎）	 22－0682
桑島耳鼻咽喉科医院	 （二本松市若宮）	 23－3387

５月18日（日）
（医）落合会東北病院	 （本宮市青田字花掛）	 33－2588
（医）博愛会東和クリニック【小児】	（二本松市針道）	 66－2122
（医）青木整形外科医院	 （二本松市榎戸）	 22－3103
５月25日（日）
（医）よしだこどもクリニック【小児】	（本宮市高木字平内）	 34－6418
（医）辰星会枡記念病院	 （二本松市住吉）	 22－3100
本田レディスクリニック	 （二本松市本町）	 22－0301
６月１日（日）
国保白岩診療所	 （本宮市白岩字田中）	 44－2008
（医）辰星会枡記念病院	 （二本松市住吉）	 22－3100
（医）土川産婦人科医院【小児】	 （二本松市松岡）	 22－0035
６月８日（日）
（医）幹正会よしだ内科	 （本宮市本宮字一ツ屋）	 63－2333
土川内科小児科【小児】	 （二本松市槻木）	 22－6688
野地眼科医院	 （二本松市若宮）	 23－0024

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って受
診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

４か月児健康診査 平成20年１月１日～１月31日生まれ ５月22日（木） 13：00～13：30

白沢保健センター
10か月児健康診査 平成19年７月１日～７月31日生まれ ５月８日（木） 13：00～13：30

１歳６か月児健康診査 平成18年10月10日～11月14日生まれ ５月14日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成17年１月24日～２月21日生まれ ５月21日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ５月12日（月） ９：30～11：00 本宮体育館
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歳
時
記

も
と
み
や

日輪寺のしだれ桜（右上）
（所在地：本宮字山田）
みずいろ公園（右下）

（所在地：本宮字馬場）
城ノ内古戦場のしだれ桜（上）

（所在地：糠沢字城ノ内）

今
年
も
綺
麗
に

咲
き
ま
し
た
！

　

市
内
に
は
数
多
く
の
桜
の

名
所
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も

綺
麗
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

散
り
際
は
、
名
残
惜
し
い
感

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
来
年

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

塩ノ崎の大桜
推定樹齢600年のエドヒガンザクラ。高さは約18
ｍ、幹囲約７ｍの大桜。県指定緑の文化財（所在
地：白岩字塩ノ崎）

蛇の鼻遊楽園（所在地：本宮字蛇の鼻）

QRコード→

携帯電話で簡単にアクセスできます


